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平成 29 年度 三原市水道事業報告書  

１．概   況

（１）  総  括  事  項

本 市 の 水 道 事 業 は ， 安 心 ・ 安 全 な お い し い 水 を 安 定 的 に 供 給 す る

こ と を 使 命 と し ， 独 立 採 算 の 原 則 に 基 づ き 限 ら れ た 財 源 の 中 で ， 事

業 運 営 を 行 っ て い ま す 。  

近 年 ， 少 子 高 齢 化 社 会 の 進 展 ， 節 水 機 器 の 普 及 等 に よ り ， 事 業 の

基 と な る 給 水 収 益 は 減 少 傾 向 に あ る 中 ，昭 和 4 0年 代 後 半 か ら 5 0年 代

前 半 に か け て 拡 張 整 備 し た 水 道 施 設 が 更 新 時 期 を 迎 え 始 め ，更 新 に

多 額 の 費 用 が 見 込 ま れ る な ど ，経 営 環 境 は 大 き く 変 化 し て い ま す 。

 今 年 度 は ， 久 井 ・ 大 和 地 域 の 旧 簡 易 水 道 事 業 を 経 営 統 合 し た こ と

に よ り ， 貸 借 対 照 表 に お い て 資 産 ・ 負 債 が 増 加 し ま し た 。 ま た ， 損

益 に お い て は 減 価 償 却 費 等 が 増 加 し ま し た が ，一 般 会 計 か ら の 補 助

金 を 受 け 入 れ る 等 の 経 営 基 盤 の 強 化 を 行 う こ と で ，影 響 を 最 小 限 に

留 め る こ と が で き ， 当 年 度 純 利 益 を 計 上 す る こ と が で き ま し た 。  

今 後 は ， 本 年 度 策 定 し た 「 三 原 市 水 道 事 業 経 営 戦 略 」 に 定 め る 経

営 理 念「 未 来 に つ な ぐ  み は ら の 水 道  ～ 次 世 代 の た め に  い ま や

る べ き こ と ～ 」 に 基 づ き ， ラ イ フ ラ イ ン で あ る 水 道 水 を 将 来 に わ た

っ て 安 心 ・ 安 全 で 安 定 的 に 供 給 し て い く た め に 「 今 後 1 0年 間 に 特 に

取 り 組 む べ き 施 策 」 を 推 進 し て い き ま す 。   

（ア）  給 水 状 況

年度末において給水戸数は 38,856戸で，前年度末と比較して 517戸(1.35%)

増加し，給水人口は 85,090人で，前年度末と比較して 365人(0.43%)増加しま 

した。  

平成 29年度年間総配水量は 1,137万8,160ｍ３，年間有収水量は 1,005万7,653ｍ３ 

となりました。

有収率は 88.3％となりました。 

（イ）  安 定 給 水 の 確 保

安心・安全なおいしい水を安定的に供給するため，市内全域で総延長約908km 

にわたる導・送・配水管やポンプ施設の更新と維持管理に努めています。  

水道の漏水防止は， 貴重な水資源の損失を防ぐばかりでなく ，事業効率の向  

上や道路陥没等による二次災害の防止の面からも重点課題の一つであり，計画 

的に漏水調査及び管路診断を行っています。  
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（ウ） 施 設 整 備 事 業            (金額は税抜) 

①   配水施設整備事業  

この事業は，給水の安定化及び効率的な送配水を確保するため，送水  

施設・配水施設の総合的な整備を目的とし，機能の充実と水量・水圧不 

足の解消を図るとともに漏水防止に資するものです。  

平成29年度においては，平成28年度繰越事業1件を含めて工事契約件数 

35件で調査・設計などの業務委託が6件でした。総事業費は 7億 6 , 7 3 0万  

3,914円となりました。  

②   水道改良事業 

この事業は，道路改良工事等で支障となる配水管等の移設依頼により，  

負担金を徴収して施工する布設替事業です。  

平成29年度においては，工事契約件数10件で調査・設計などの業務委  

託が4件でした。総事業費は 1億 3,127万 8,191円となりました。

（エ）  財 政 状 況

①  収益的収支 (金額は税抜) 

収入は，給水収益 20億4,242万3,219円などの営業収益が 20億 4,714万  

5,967円，営業外収益が 6億 3,776万 796円 ，特別利益が 3,779万 450円で  

合計  27億 2,269万 7,213円でした。 

これに対し支出は，営業費用が 21億9,434万3,963円，営業外費用が3億  

2,940万 3,161円で，合計 25億 2,374万 7,124円となり，差引当年度純利益  

は  1億9,895万89円で，当年度未処分利益剰余金は，1億245万9,835円を計上  

することになりました。  

②   資本的収支 (金額は税込) 

収入は，企業債 5億 6,540万 円 ，補助金 1億 1,206万 8,000円，他会計  

負担金 4,056万 6,480円，出資金 5,129万4,129円な ど で ，合計 8億 554万  

6,638円でした。  

これに対し支出は， 建設改良費 9億 9 , 1 5 5万 8 , 5 2 5円 ，企業債償還金  

7億 5 , 4 0 6 万 9 , 1 3 7円 で， 合計  17億4,562万7,662円で差引 9億 4,0 08万  

1, 0 2 4円 が資金不足となりました。この不足額については， 損益勘定留  

保資金などで補てんしました。 

③   消費税及び地方消費税  

売上げに係る消費税（仮受消費税）は 1億4,052万3,524円で，仕入れに  

係る消費税(仮払消費税) は 1億 1,562万6,388円でした。また， 特定収入  

に係る控除対象外消費税額 1,085万1,641円などにより，差引消費税納税額 

は  3,570万 6,400円で，地方消費税納税額 963万 5,9 0 0円 と併せ 4,534万  

2,300円の納税となりました。  














